
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

６
６

回
 

 
 

 

行
仙

宿
行

仙
宿

行
仙

宿
行

仙
宿

のの のの
水

場
径

水
場

径
水

場
径

水
場

径
・・ ・・

補
給

路
道

普
請

及
補

給
路

道
普

請
及

補
給

路
道

普
請

及
補

給
路

道
普

請
及

びび びび
 

間
伐

材
調

達
間

伐
材

調
達

間
伐

材
調

達
間

伐
材

調
達

とと とと
懇

親
会

懇
親

会
懇

親
会

懇
親

会
 

◇
実

施
日

；
平

成
２

６
年

５
月

２
４

日
( 土

) ；
快

晴
・

朝
気

温
１

１
℃

 

～
２

５
日

( 日
) ；

晴
・

朝
気

温
１

３
℃

 

◇
参

加
者

；
山

上
皓

一
郎

、
川
島

川
島

川
島

川
島
    

功
、

沖沖 沖沖
﨑﨑 﨑﨑

吉
信

、
児

嶋
道

夫
、

 

生
熊

敏
男

・
千

智
満

子
、

青
木

青
木

青
木

青
木

宏
充

の
７

名
。

 

茂
原

茂
原

茂
原

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク
ＧＧ ＧＧ

；
茂

原
 

治
、

茂
原

茂
原

茂
原

茂
原

 
仁

、
平
澤

平
澤

平
澤

平
澤

 
研

 

平
野

絵
里

奈
、

田
原

卓
也

、
皆
川

皆
川

皆
川

皆
川

 
光

、
蛭

田
直

樹
、

 

徳
舛

徳
舛

徳
舛

徳
舛

弘
巳

( ２
５

日
・

日
帰

り
) の

８
名

 

Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｎ

Ｈ
Ｋ

Ｎ
Ｈ

Ｋ
Ｎ

Ｈ
Ｋ

和
歌

山
放

送
局

和
歌

山
放

送
局

和
歌

山
放

送
局

和
歌

山
放

送
局

；
近

藤
慶

一
Ｄ

Ｌ
。

 
 

計
１

６
名

 

 

５
時

過
ぎ

に
起

床
。

朝
食

は
サ

ト
ウ

の
ご

飯
、

お
で

ん
残

り
と

イ
ン

ス

タ
ン

ト
味

噌
汁

で
済

ま
す

つ
も

り
だ

っ
た

が
、

青
木

さ
ん

が
豆

腐
と

生
ハ

ム
の

目
玉

焼
き

を
調

理
し

て
下

さ
り

、
昨

夜
に

続
き

豪
勢

な
朝

食
に

な
る

。
 

昨
夜

沖
﨑

さ
ん

に
荷

上
げ

に
登

山
口

に
下

り
る

か
確

認
す

る
と

、
下

り

て
来

な
く

と
も

良
い

と
の

事
で

あ
っ

た
。

 

７
時

過
ぎ

川
島

は
水

汲
み

へ
、

青
木

さ
ん

は
旧

逓
信

道
の

再
点

検
へ

、

生
熊

さ
ん

は
、
道

普
請

の
道

具
準

備
と

水
場

径
の

普
請

担
当

を
お

願
い

し
、

段
差

用
桟

木
を

選
抜

し
て

頂
く

。
茂

原
ク

リ
ニ

ッ
ク

一
行

が
行

仙
宿

に
着

く
ま

で
時

間
も

あ
り

、
生

熊
さ

ん
は

一
人

で
段

差
改

修
を

さ
れ

る
。

川
島

は
、

水
汲

み
後

補
給

路
普

請
箇

所
の

現
地

状
況

を
把

握
し

て
、

改
修

要
領

を
決

め
部

材
・

鉄
筋

の
一

部
を

運
搬

す
る

。
 

９
時

半
過

ぎ
に

な
り

、
作

業
を

止
め

紅
茶

の
準

備
を

す
る

。
程

な
く

生

熊
千

満
子

さ
ん

と
児

嶋
さ

ん
が

到
着

。
紅

茶
・

お
茶

等
の

賄
を

千
満

子
さ

ん
に

任
せ

る
。

 

茂
原

先
生

到
着

後
、

一
人

二
人

と
大

き
な

荷
を

背
負

っ
て

登
っ

て
来

ら

れ
る

。
紅

一
点

の
平

野
さ

ん
も

１
５

㎏
弱

を
担

い
で

い
る

。
今

回
は

初
参

加
が

４
人

も
居

ら
れ

、
蛭

田
君

等
は

き
つ

か
っ

た
と

座
り

込
ん

で
い

る
。

 

茂
原

ク
リ

ニ
ッ

ク
Ｇ

は
、

缶
ビ

ー
ル

４
箱

+
飲
料

水
１

箱
+
野
菜
ジ
ュ

ー

ス
１

箱
等

の
寄
贈
品

と
登

山
口

の
砂

４
袋

を
荷

上
げ

し
て

下
さ

る
。

 

沖
﨑

、
山

上
さ

ん
が

到
着

せ
ず

、
川

島
が
迎
え

に
鉄
塔

近
く

ま
で

下
る

と
、

大
江

さ
ん

か
ら
衣
装
ケ

ー
ス

の
荷

上
げ

を
頼

ま
れ

、
そ

の
中

に
食

材

等
を
詰

め
大

き
な

荷
姿

を
背

負
っ

た
沖
崎

さ
ん

が
登

っ
て

く
る

。
 

山
上

さ
ん

の
様

子
を
尋
ね

る
と

、
近

藤
Ｄ

Ｌ
と
撮
影

し
な

が
ら

登
っ

て

来
て

る
か

ら
大
丈

夫
と
言
う

の
で

一
緒

に
小
屋

に
戻

る
。

 

皆
川

君
が
車

の
鍵

が
無

い
・

・
・

、
第

二
ベ

ン
チ

で
煙
草

を
吸

っ
た

時

に
落

と
し

た
可
能
性

が
高

い
と

第
二
ベ

ン
チ

に
捜

し
に

下
る

。
 

 
 

 

全
員
揃

っ
て

か
ら

行
者
堂

で
勤

行
す

る
か

ら
、

水
汲

み
へ

行
か

な
い
様

に
指
示

す
る

。
し
ば

ら
く

し
て

近
藤

Ｄ
Ｌ

に
付

き
添
わ

れ
て

山
上

さ
ん

が

登
っ

て
来

ら
れ

る
。
奥

さ
ん
手

作
り

の
胡
瓜
揉

み
・
三
杯
酢

の
酢

の
物
及
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び
鈴

焼
き

等
の

差
し
入

れ
品

を
持

た
れ

て
荷

が
重

か
っ

た
事

が
後

で
判

る
。

生
熊

さ
ん
導
師

に
明

日
迄

の
作

業
安
全

と
玉
岡

さ
ん

の
早
期

快
癒

を
祈

願

し
て
勤

行
す

る
。

 

皆
川

君
が
無

か
っ

た
と
戻

っ
て

来
る

が
、

登
山

口
ま

で
捜

し
に

下
る

。

茂
原

先
生

を
含

め
皆

川
君
以
外

は
、

水
汲

み
に

行
か

れ
る

。
そ

の
間

、
荷

上
げ

し
た

食
材
整

理
と

道
普

請
用

の
部

材
を

準
備

を
す

る
。

 

旧
逓

信
道

か
ら
笠
捨

山
を
経

て
戻

っ
た

青
木
氏

と
水

汲
み
組

が
全
員
戻

っ
た

時
点

で
、
皆

川
君

が
戻

っ
て

な
い

が
１

１
時

半
前

に
昼

食
と

す
る

。
 

２
回

程
行

き
来

し
た

が
鍵

が
見

つ
け

ら
れ

な
い

と
、

１
２

時
頃

に
汗
び

っ
し
ょ

り
で
戻

っ
来

ら
れ
昼

食
を

さ
れ

る
が

、
し
ょ

げ
返

っ
て

い
る

。
 

１
２

時
半

過
ぎ

に
、

平
澤

、
茂

原
仁

、
青

木
さ

ん
が
鍵

を
捜

し
に

行
か

れ
る

。
水

場
径

の
道

普
請

は
、

生
熊

、
児

嶋
、

茂
原

先
生

、
蛭

田
君

が
、

補
給

路
の

道
普

請
は

、
川

島
、
沖

﨑
、
中

野
、
田

原
・
皆

川
君

に
分

れ
る

。
 

中
の
峪
ガ
レ

場
の
小
屋
寄

り
を

改
修

す
る

。
最

上
部

は
木
杭

が
腐

食
し

て
い

る
の

で
、

沖
﨑

、
田
村

さ
ん

が
木
杭

を
３
本
打
ち

、
現

状
の

土
止

め

が
崩

れ
な

い
様

に
す

る
。

 

下
方
側

は
、

現
状

桟
木

の
土

止
め

下
に

鉄
筋

２
本

と
木
杭

１
本
打
ち

桟

木
８
本

で
新

た
に

土
止

め
を
造

る
。

現
状

の
土

止
め

に
鉄

筋
を

５
本
打
ち

腐
朽

し
た

桟
木

を
除

き
新

た
に
丸
太

桟
木

を
据
え

る
。

 

そ
こ

へ
青

木
さ

ん
が
鍵

を
見

つ
け

た
と
戻

っ
て

来
て
手
伝

っ
て

下
さ

る
。

腐
朽

桟
木

を
除

い
た
際

に
下

に
土
砂

が
落

下
し

路
面

が
低

く
な

っ
た

の
で

、

ガ
レ

場
の

土
石

を
ト

ン
ガ

で
掻

い
て

一
斗

缶
と
手
ミ

に
入

れ
、

４
人

の
手

渡
し

で
埋

め
て

行
く

、
平

野
さ

ん
は
重

さ
に
耐
え

な
が

ら
手
伝

っ
て

下
さ

る
。
予
定

し
た

作
業

が
１

４
時
前

に
終
了

し
、
休
憩

に
小
屋

に
戻

る
。

 

青
木

・
平

野
さ

ん
で
ホ

ッ
ト
ケ

ー
キ

を
焼

い
て

下
さ

り
お
や

つ
だ

。
 

茂
原

仁
、

平
澤

君
は

、
青

木
さ

ん
か

ら
鍵

を
預

か
っ

た
後

、
登

山
口

に

下
り
各

２
袋

の
砂

を
背

負
っ

て
戻

ら
れ

る
。
こ

れ
で

計
８
袋

の
砂

が
荷

上

げ
さ

れ
る

。
 

休
憩

後
路
面

の
低

い
所

に
ガ
レ

場
の

土
石

を
敷

く
。

茂
原

仁
、

平
澤

君

に
も

加
勢

し
て

頂
き

、
ガ
レ

場
か

ら
２
０
０
ｍ

下
っ

た
地

点
の

、
土

止
め

桟
木

が
無

く
、

路
面

が
谷
側

に
抜
け

た
地

点
を

改
修

す
る

。
現

状
の

上
部

桟
木

を
除
け

、
新

た
に

土
留

め
桟

木
を
積

み
重
ね
石

を
詰

め
込
む

。
足

り

な
い

土
は

山
側

の
土

を
ジ
ョ
レ

ン
で
崩

し
て
敷

く
。

 

此
処

も
１

６
時
前

に
終
了

し
、

道
具

を
持

っ
て
小
屋

に
戻

る
。

 

 
 

補
給

路
道

普
請

を
取

材
撮

影
 

 
略

完
成

、
１

級
国

道
？

復
活

だ
！

 

時
間

も
早

く
、

初
参

加
者

に
薪
割

り
を
体
験

し
て

頂
く

。
１

６
時

半
過

ぎ
に

水
場

径
の

作
業

も
終
了

す
る
様

に
伝
え

る
。

水
場

径
は
３
０

段
を
取

替
え

改
修

し
た

と
報
告

を
受
け

る
。

 

着
替
え

し
て

頂
き

、
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
の
炭
火

を
お
こ

す
。

 

本
日

の
予
定

作
業

が
無

事
終
了

で
乾
杯

。
盛

り
沢

山
の

食
材

の
種
類

と

量
、
そ

の
他
酢

の
物

、
サ
ラ
ダ
(
ス
ナ

ッ
ク
豌

豆
+
玉
葱
+
サ

ニ
ー
レ

タ
ス
)

な
ど

の
差

し
入

れ
も

あ
り

満
足

・
満
腹

に
な

る
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近
藤

Ｄ
Ｌ

は
、
夕

日
撮
影

に
鉄
塔
(
N
o
2
2
)
付

近
に

行
か

れ
る

。
 

呑
む
ほ
ど
酔
う
ほ
ど

に
新

宮
山

彦
の
十
八
番

の
出
番

と
な

り
、
函
館

の

人
、
雀

の
学
校

、
日
立

ト
ン
コ
節

、
玉
岡

さ
ん
十
八
番

の
悪
友

の
歌

、
最

後
に

生
熊

さ
ん

の
新

宮
山

彦
五
万
節

で
お
開

き
と

す
る

。
 

近
藤

Ｄ
Ｌ

は
、

玉
岡

さ
ん

に
替
わ

り
行

者
堂

で
堂
守

と
し

て
就
寝

。
 

 
 

薪
割

り
体

験
中

 
 

 
 

 
 

懇
親

会
で

説
教

？
盛

り
上

が
り
 

５５ ５５
月月 月月
２
５

２
５

２
５

２
５
日日 日日

( 日日 日日
) 

夜
明
け

は
、

朝
霧

が
立
ち

込
め
視
界

が
悪

く
、

近
藤

Ｄ
Ｌ

が
日

の
出

は
撮

影
出

来
な

か
っ

た
と

行
仙
岳

か
ら
戻

っ
て

来
る

。
 

６
時

半
前

に
略

朝
食

の
準

備
が
整

っ
た

が
、
徳
舛

君
を
迎
え

に
平
澤

君
が

迎
え

に
登

山
口

に
降

り
て

い
る

。
朝

食
に

間
に
合
う
よ
う

に
戻

っ
て

来
る

と

の
事

だ
が

、
７

時
ま

で
待
ち

朝
食

と
す

る
。

程
な

く
枚
方

を
１

時
半

に
出

て

仮
眠

後
、
国

道
１

６
８
号
線

の
高
架

か
ら

４
２

５
号
線

へ
の
分
岐

を
通

り
過

ぎ
て
戻

り
遅

れ
た

の
事

。
 

今
日

は
、

普
請

作
業
ば

か
り

で
な

く
気
分
転
換

に
、

実
利

行
者

も
修

行
し

た
継
ノ
窟

を
案
内

す
る
こ

と
す

る
。
又

、
白
谷

ト
ン
ネ

ル
か

ら
の

登
山

道
が

奥
駈

道
に
合
流

す
る
３

差
路

か
ら
約

５
０
ｍ

下
っ

た
地

点
に

、
大

木
が

道
を

塞
い

で
い

る
と

の
情
報

が
あ

り
、
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
を
持

っ
て

確
認

に
行

く
為

、

行
仙
岳

に
登

り
帰

路
に
継
ノ
窟

に
行

く
事

に
し

て
８

時
に
出
発

す
る

 

 
 

ミ
リ

ン
干

を
焼

く
 

 
 

 
 

 
朝

食
時

行
動

予
定

を
確

認
 

捲
道

、
行

仙
岳

山
頂

、
白
谷

ト
ン
ネ

ル
へ

の
３

差
路

で
、
青

木
、
川

島
は

、

白
谷
側

へ
倒

木
確

認
に

下
る

。
残

り
は

行
仙
岳

の
三
角

点
に

タ
ッ
チ

し
て

、

展
望

を
眺

め
て
戻

る
よ
う

に
指
示

す
る

。
 

 
倒

木
は
従

来
の

道
を
塞

い
で

い
る

が
、
横

を
通

り
抜
け

ら
れ
支
障

が
無

い
。
跨

ぐ
雑

木
古

木
を
チ
ェ

ー
ン

ー
ソ

ー
で
切

る
が
切

れ
が
悪

く
除
け

る
事

が
出

来
な

い
。

間
伐
杉
丸
太

を
横

桟
木

に
設
置

し
て
分
岐

に
戻

る
。

 

山
頂
組

と
合
流

し
て

９
時
頃

に
継
ノ
窟

下
降

点
に
戻

る
。
立

木
支

点
に
ロ

ー
プ
張

り
支
谷

を
下

る
が

、
途
中

か
ら
落
石

の
発

生
し
や

す
い
斜
面

を
下

る

事
か

ら
一

人
づ

つ
下

る
。
崖

下
に
添

っ
て
斜
面

を
横
切

り
支
尾
根

へ
登

り
、

立
木

を
掴

み
な

が
ら
慎
重

に
登

り
９

時
半

に
継
ノ
窟

へ
。

 

ろ
う
そ

く
と
線
香

を
立

て
般
若
心
経

を
唱
和

す
る

。
下

山
は
窟

か
ら
ザ

イ

ル
を
張

り
下

山
す

る
、
最

後
の
支
谷
斜
面

は
ロ

ー
プ

を
頼

り
に
力

で
登

り
１



 4 

０
時

過
ぎ

に
全
員
奥
駈

道
に
戻

る
。
ガ
ラ

場
と
岩

場
の

道
無

き
所

を
上

下
し

、

緊
張

と
思
わ
ぬ
力

が
入

り
、
散
策

だ
っ

た
が
疲

れ
切

っ
て
小
屋

に
戻

る
。

 

 
 

行
仙

岳
登

頂
！

 
 

 
 

 
 

 
 

継
ノ

窟
に

て
 

１
０

時
４
０
分
小
屋

か
ら
急
斜
面

を
登

り
、

間
伐

材
の
枝
落

し
・
切
断

を

し
て

、
滑
車

と
ロ

ー
プ

を
使

っ
て
尾
根

に
引

き
上

げ
る

。
 

疲
れ
切

っ
て

い
た

と
思
わ

れ
た

が
、
皆
元
気

で
調

子
が
出

た
来

た
１

１
時

半
過

ぎ
に

作
業

を
終
了

す
る

。
尾
根

に
１

６
本
引

き
上

げ
ら

れ
た

。
又

、
小

屋
に
戻

る
際

に
小
脇

に
抱
え

て
引

き
ず

っ
て

、
小
屋

上
に

７
本
集

荷
し

た
。

 

 
 

間
伐

材
引

上
げ

準
備

 
 

 
引

き
上

げ
ロ

ー
プ

を
引

く
 

昼
食

は
レ

ト
ル

ト
カ
レ

ー
だ

が
美

味
し

い
。

 

１
３

時
前

に
佐

田
ノ
辻

で
記
念
写
真

を
撮

り
、

茂
原

ク
リ

ニ
ッ

ク
の
皆

さ

ん
下

山
の
際

に
は

、
空

き
缶

、
持
ち

帰
り

ご
み

、
背

負
子

５
個

を
登

山
口

に

下
し

て
貰
う

。
 

下
山
前

に
管

理
棟

の
鍵

を
捜

す
が
見

つ
か

ら
ず

、
合
鍵

で
施
錠

し
、

１
４

時
前

に
下

山
。

帰
路

に
児

嶋
さ

ん
の
家
内

の
実
家

で
あ

る
小
森
集
落

に
立
ち

寄
り

、
持
経

宿
等

に
設
置

す
る
鳥
巣

箱
を

頂
く

。
 

近
藤

Ｄ
Ｌ

は
、

日
本
蜜
蜂

が
通
う
巣

箱
を
撮
影

し
１

６
時

半
に

帰
新

。
 

 

普
請

作
業

無
事

終
了

！
 

◇◇ ◇◇
本
行
事

本
行
事

本
行
事

本
行
事
で
の

で
の

で
の

で
の
寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

寄
贈
品

 

茂
原

茂
原

茂
原

茂
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク
；
缶

ビ
ー

ル
４

箱
+
飲
料

水
１

箱
+
ゴ
マ

豆
腐
+
釣
鐘
饅
頭

 

+
１
斗

缶
４
個
+
イ

ン
ス

タ
ン

ト
味

噌
汁
;
多
数

と
志
納
金

；
５
万
円

。
 

 
山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

山
上
皓
一
郎

；
鈴

焼
き

。
児
嶋
道
夫

児
嶋
道
夫

児
嶋
道
夫

児
嶋
道
夫

；
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球

２
個
及
び
配
線

。
 

 
大
江
加
予
子

大
江
加
予
子

大
江
加
予
子

大
江
加
予
子

；
衣
装
ケ

ー
ス

１
個

。
 

尚
、

野
菜

・
果
物

・
な
ど

の
食

材
は
省

い
た

。
(
文
責

 
川

島
)
 


